
 

                                      

                                      

                                      

                                      

                                     

 

（1）2019年（令和元年）8 月 1日   新宮木協だより          第 143号  

左：新堀 

現市田川河口 現㈱新宮原木市場貯木場 

右：旧堀 （大正初期） 



 

新
宮
原
木
買
方
組
合 

第
87
回
定
時
総
会 

（解
散
を
決
議
） 

林
業
・木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止 

協
会
和
歌
山
県
支
部
新
宮
分
会 

第
39
回
通
常
総
会 

 

熊
野
木
ま
つ
り
記
念
市 

 
   

令

和

元

年

5

月

21

日

（
火
）
、
第
70
回
通
常
総
会
を

万
清
楼
に
於
い
て
開
催
（
組

合
員
28
名
の
内
、
本
人
出
席

19
名
、
代
理
人
出
席
4
名
、

委
任
状
出
席
5
名
、
合
計
28

名
）
し
、
議
案
審
議
で
は
提

出
議
案
は
全
て
原
案
の
通
り

承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
終
了
後
、
懇
親
会
を

開
き
、
組
合
員
の
親
交
を
深

め
ま
し
た
。 

   

      

                     

 

林
業
並
び
に
木
材
製
造
業

に
於
け
る
労
働
者
の
安
全
及

び
衛
生
並
び
に
労
働
災
害
防

止
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
昭

和
五
六
年
一
月
に
設
立
し
た

本
分
会
の
第
39
回
通
常
総
会

を
令
和
元
年

7

月

2

日

（
火
）
出
席
者
20
名
（
委
任

状
も
含
む
）
が
参
加
し
て
開

催
し
ま
し
た
。
今
回
は
役
員

改
選
時
期
で
し
た
が
、
全
役

員
が
留
任
と
い
う
形
で
承
認

頂
き
ま
し
た
。
当
日
は
新
宮

労
働
基
準
監
督
署
の
中
前
署

長
、
森
井
監
督
・
安
衛
課
長

に
ご
出
席
を
頂
き
滞
り
な
く

総
会
を
終
了
致
し
ま
し
た
。

又
、
総
会
終
了
後
は
森
井
課

長
よ
り
、
林
材
業
の
労
災
発

生
事
例
、
更
に
伐
木
作
業
に

於
け
る
規
則
改
正
に
つ
い
て

も
説
明
が
あ
り
、
さ
ら
な
る

防
災
意
識
の
向
上
を
促
し
ま

し
た
。 

 

原
木
の
新
宮
地
区
集
荷
を

助
長
し
、
紀
南
地
区
木
材
業

の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
結
成
さ
れ
た
本
組
合

の
第
87
回
定
時
総
会
（
組
合

員
19
名
の
内 

出
席
12
名
、

委
任
状
3
名
、
欠
席
4
名
）

を
次
の
通
り
開
催
し
ま
し
た
。

組
合
長
で
あ
る 

速
水 

渉

氏
が
議
長
を
執
り
行
い
、
各

議
案
の
審
議
を
行
な
い
最
後

に
議
案
の
そ
の
他
で
新
宮
原

木
買
方
組
合
の
解
散
に
つ
い

て
意
見
が
出
さ
れ
慎
重
審
議

の
結
果
、
約
60
年
に
亘
る
活

動
は
一
定
の
役
目
を
終
え
5

月
末
で
組
合
を
解
散
致
し
ま

し
た
。 

記 

令
和
元
年
5
月
18
日
（
土
） 

第
1
号
議
案 

平
成
30
年
度
会

計
決
算
報
告
承
認
の
件 

第
2
号
議
案 

平
成
30
年
度
剰

余
金
処
分
案
承
認
の
件 

第
3
号
議
案 

そ
の
他 

新
宮

原
木
買
方
組
合
解
散
の
件 

 

毎
年
恒
例
の
熊
野
木
ま
つ

り
記
念
市
が
今
年
も

4

月

18
日
・
午
前
10
時
か
ら
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

 

出
荷
量
が
少
な
い
時
期
と

し
て
は
ま
ず
ま
ず
の
原
木
が

集
ま
り
盛
況
の
内
に
終
了
し

ま
し
た
。 

集
荷
量
…
１
６
４
８
㎥ 

平
均
単
価
… 

１
万
１
０
０
０
円 

杉
…
１
万
０
４
０
０
円 

桧
…
１
万
２
５
０
０
円 

       

懇親会風景 

新 

宮 

木 

材 

協 

同 

組 

合 

第 

70
回 

通 

常 

総 

会 

第 143号            新宮木協だより  2019年（令和元年）8月 1日（2） 

総会風景 

市の風景 

田野上氏万歳三唱 

理事長挨拶 



 

 

新
宮
・紀
宝
道
路 

 
 

新
宮
・
紀
宝
道
路
の
事
業
化

に
伴
い
、
平
成
30
年
12
月
21

に
上
貯
木
場
の
一
部
に
つ
い

て
和
歌
山
県
と
土
地
売
買
契

約
を
締
結
し
ま
し
た
。
そ
の

後
は
下
貯
木
場
の
収
用
に
関

し
特
別
委
員
会
等
で
協
議
を

重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
平
成

31
年
3

月
25

日
に
は
行
政

か
ら
下
貯
木
場
の
一
部
（
中

央
部
分
）
と
そ
の
他
の
土
地

に
つ
い
て
収
用
金
額
等
の
提

示
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

臨
時
総
会
を
開
催 

組
合
で
は
当
収
用
の
問
題

と
平
行
し
て
利
用
価
値
が
高

く
、
節
税
に
も
繋
が
る
三
者

契
約
（
代
替
地
取
得
）
の
検

討
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

こ
れ
が
具
体
化
し
て
き
た
こ

と
か
ら
令
和
元
年
7
月
4
日

臨
時
総
会
で
代
替
地
取
得
等

の
説
明
を
行
な
い
ご
承
認
頂

き
ま
し
た
。
よ
っ
て
現
在
9

月
中
の
契
約
に
向
け
て
詳
細

を
詰
め
て
お
り
ま
す
。 

関
係
工
事
進
む 

（
下
貯
木
場
基
礎
盛
土
工
事
） 

 

          

下
貯
木
場
の
本
体
工
事

（
道
路
部
分
）
以
外
の
土
地

に
つ
い
て
は
、
6
月
中
旬
よ

り
基
礎
盛
土
工
事
が
始
ま
っ

て
お
り
、
貯
木
場
の
様
子
が

大
き
く
変
貌
し
て
お
り
ま
す
。 

       

又
、
長
年
に
亘
り
親
し
ま

れ
て
ま
い
り
ま
し
た
県
道
沿

い
の
木
柵
フ
ェ
ン
ス
で
す
が
、

道
路
部
分
と
な
る
箇
所
（
約

90

m
）
に
つ
い
て
撤
去
致
し

ま
し
た
。 

（
県
道
沿
い
の
木
柵
フ
ェ
ン

ス
一
部
撤
去
工
事
） 

        

                   

        

     

（3）2019年（令和元年）8月 1日   新宮木協だより          第 143号  

木柵フェンス撤去後の風景 

下貯木場海側の基礎盛土工事 

下貯木場山側の試験盛土工事 

高速道路用地 



 

木
育
フ
ォ
ー
ラ
ム 

in
岩
出
市 

紀
州
材
展
in 

 
 

自
民
党
本
部
前 

 
日
時
：
2
月
18
日
（
月
） 

 
 
 

午
後
1
時
～
4
時 

場
所
：
旧
和
歌
山
県
議
会
議

事
堂
（
一
乗
閣
） 

和
歌
山
県
と
紀
北
流
域
林

業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
が
紀

州
・
木
の
国
木
育
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
き
、
一
般
参
加
者
１

０
０
人
、
地
元
の
木
材
事
業

者
ら
50
人
が
集
ま
っ
た
。
今

回
の
木
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
東

京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
の
館
長

多
田
千
尋
氏
に
よ
る
「
赤
ち

ゃ
ん
か
ら
は
じ
ま
る
生
涯
木

育
～
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
と
地

域
創
生
」
と
題
し
た
講
演
、

更
に
木
材
事
業
者
と
民
間
企

業
を
繋
げ
る
マ
ッ
チ
ン
グ
等

が
行
な
わ
れ
た
。 

多
田
館
長
の
講
演
で
は
、

市
町
村
が
主
体
と
な
っ
て
、

地
域
の
子
供
が
1
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
る
と
、
地
域
産
材

や
姉
妹
都
市
の
木
材
を
使
っ

た
お
も
ち
ゃ
を
贈
り
、
そ
の

後
、
木
質
化
さ
れ
た
校
舎
で

学
生
生
活
を
送
る
。
更
に
、

木
造
の
住
宅
に
住
ん
で
も
ら

い
、
最
期
は
地
域
産
材
で
作

っ
た
棺
桶
で
人
生
を
終
え
る
。

こ
の
一
連
の
流
れ
を
目
標
と

し
た
活
動
が
生
涯
木
育
で
あ

り
、
木
育
の
新
た
な
形
だ
と

説
明
し
た
。 

多
田
館
長
は
「
木
育
を
た

だ
木
に
触
れ
て
終
わ
る
の
で

は
な
く
、
生
涯
を
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
様
々
な
活

動
を
皆
さ
ん
も
行
な
っ
て
欲

し
い
」
と
述
べ
た
。 

マ
ッ
チ
ン
グ
で
は
、
様
々

な
木
製
品
が
並
び
、
和
歌
山

県
内
の
木
材
業
者
と
福
祉
施

設
や
学
校
、
木
質
化
に
興
味

の
あ
る
民
間
業
者
等
が
交
流

を
深
め
る
場
と
な
っ
た
。 

                

4
月
18
日
（
木
） 

午
後
2
時
～
4
時 

 

場
所
：
新
宮
木
材
会
館 

㈱
エ
フ
オ
ン
と
フ
ォ
レ
ス

ト
エ
ナ
ジ
ー
の

2

社
に
よ

る
説
明
会 

◇
㈱
エ
フ
オ
ン
か
ら
の
説
明 

１
９
９
７
年
に
設
立
し
、

現
在
は
連
結
決
算
で
一
部
上

場
企
業
で
あ
る
。
現
在
、
九

州
に
２
基
、
関
東
に
２
基
あ

り
、
そ
し
て
新
た
に
新
宮
に

１
基
造
る
。
新
宮
に
造
る
発

電
所
の
発
電
量
は
１
万
８
千

kw
、
必
要
木
材
は
21
～
22

万
t
で
全
て
国
産
材
、
雇
用

は
40
名
程
度
を
予
定
、
稼
働

は
２
０
２
１
年
後
半
を
予
定
、 

施
設
内
に
復
水
器
を
持
ち
合

わ
せ
て
お
り
、
水
を
冷
や
し

循
環
利
用
が
可
能
。
そ
の
為

水
の
使
用
量
も
１
０
０
㎥
程

に
抑
え
ら
れ
る
。
燃
料
は
基

本
地
元
で
集
荷
し
た
い
が
確

保
が
難
し
い
場
合
は
九
州
か

ら
船
で
持
っ
て
く
る
。
集
荷

は
今
年

6

月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
最
初
は
幹
の
み
で
枝

葉
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
す

る
。
現
状
価
格
は
未
利
用
材

で
７
０
０
０
円
／
t
、
発
電

所
が
安
定
稼
働
す
れ
ば
一
般

材
の
受
け
入
れ
も
行
な
う
予

定
。
含
水
率
等
で
価
格
を
変

動
さ
せ
ず
、
シ
ン
プ
ル
な
価

格
設
定
。
現
在
熊
野
川
の
東

敷
屋
に
サ
テ
ラ
イ
ト
拠
点
を

置
き
材
の
集
荷
を
行
な
っ
て

い
る
。 

 ◇
フ
ォ
レ
ス
ト
エ
ナ
ジ
ー
か

ら
の
説
明 

２
０
２
０
年
夏
に
発
電
施

設
が
完
成
予
定
。
そ
の
年
の

9
月
に
試
運
転
予
定
で
12

月
に
は
商
業
運
転
開
始
を
予

定
し
て
い
る
。
宮
崎
、
秋
田

に
も
あ
る
。
宮
崎
は
年
間
3

万
t
、
秋
田
は
15
万
t
、

新
宮
で
は
2
万
t
で
熱
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
こ
と
を
キ

ー
と
し
て
い
る
。
発
電
量
は

１
千
７
６
４
kw
。
燃
料
は
ウ

ッ
ド
チ
ッ
プ
。
年
間
2
万
t

を
予
定
し
、
様
子
を
見
な
が

ら
増
や
し
て
い
く
予
定
。
燃

料
（
木
材
）
の
価
格
は
未
利

用
材
で
７
５
０
０
円
／
t
。

一
般
材
は
取
り
扱
わ
な
い
。

新
規
雇
用
は

6
人
程
度
考

え
て
い
る
。
6
月
の
集
荷
時

点
で
は
幹
の
み
に
限
定
し
て

集
荷
し
た
い
。
試
験
結
果
に

も
よ
る
が
、
年
々
枝
葉
の
比

率
も
上
げ
て
行
き
た
い
。 

以
上
、
2
社
か
ら
関
係
業

者
へ
説
明
が
あ
っ
た
。 

 

 

開
催
日
時 

６
月
６
日
午
前
10
時
半 

紀
州
材
流
通
促
進
協
議
会

が
主
催
す
る
「
木
の
国
和
歌

山 

紀
州
材
展
」
を
東
京
の

自
民
党
本
部
前
で
開
催
し
た
。 

当
日
は
二
階
自
民
党
幹
事
長

や
世
耕
経
済
産
業
大
臣
、
吉

川
農
林
水
産
大
臣
等
多
く
の

自
民
党
議
員
が
参
加
し
、
仁

坂
和
歌
山
県
知
事
を
始
め
和

歌
山
県
内
の
森
林
、
林
業
、

木
材
産
業
業
者
が
PR

を
行

な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
農
産
物

関
係
の
イ
ベ
ン
ト
は
開
催
さ

れ
て
き
た
が
、
木
材
関
係
に

焦
点
を
当
て
た
イ
ベ
ン
ト
を

自
民
党
本
部
前
で
行
な
っ
た

の
は
初
め
て
で
あ
っ
た
。
イ

ベ
ン
ト
で
は
紀
州
材
の
柱
材

の
展
示
や
出
張
紀
州
館
、
ジ

ビ
エ
焼
肉
試
食
会
、
紀
州
備

長
炭
の
贈
呈
、
更
に
最
新
鋭

の
ハ
ー
ベ
ス
ト
・
プ
ロ
セ
ッ

サ
ー
も
展
示
さ
れ
大
い
に
賑

わ
っ
た
。 

第 143号            新宮木協だより  2019年（令和元年）8月 1日（4） 

和
歌
山
県
主
催 

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
者
説
明
会 

様々な木工製品 多田館長の講演 



 

  
今
年
度
の
新
緑
会
の
新
役
員

及
び
会
員
は
次
の
通
り
で
す
。 

会 

長 
 
 
 

野
中 

亮
伸 

副
会
長 

 
 
 

野
地 

陽
介 

〃 
 
 

 
 

中
谷 
友
哉 

会 

計 
 
 
 

倉
谷 
良
太 

書 

記 
 
 
 

三
島 

 
彬 

監 

査 
 
 
 

湊 
 

一
郎 

 

〃 
 

 
 
 

浜
口 

輝
久 

木
工
展
委
員
長 

中
谷 

友
哉 

同
副
委
員
長 

 

安
藤 

俊
朗 

〃 
 
 

 
 

上
田 

暢
英 

特
別
会
計 

 
 

倉
谷 

良
太 

親
子
木
工
委
員
長 

久
保 

雅
稔 

同
副
委
員
長 

 

野
地 

陽
介 

出
張
木
工
委
員
長 

岡
﨑 

俊
樹 

 

〃 
 

 
 
 

吉
見 

真
悟 

 

〃 
 

 
 
 

速
水 

洋
平 

 

〃 
 

 
 
 

三
島 

 

彬 

同
副
委
員
長 

 

全 
 

 

員 

企
画
委
員
長 

 

竹
中 

俊
介 

同
副
委
員
長 

 

上
道 

 

賢 

 

〃 
 

 
 
 

久
保
太
嘉
志 

企
画
委
員 

 
 

安
藤 

俊
朗 

相
談
役 

 
 
 

瀬
古
伸
一
郎 

60
周
年
実
行
委
員 

野
中 

亮
伸 

 

〃 
 

 
 
 

竹
中 

俊
介 

〃 
 
 

 
 

速
水 

洋
平 

新
会
員 

 
 
 

上
道 

 

賢 

 

〃 
 

 
 
 

加
藤 

栄
作 

  

氏 

名 
 
 

勤
務
先 

瀬
古
伸
一
郎 

㈱
山
一
本
店 

湊 
 

一
郎 

角
新
木
材
㈱ 

久
保
太
嘉
志 

㈲
池
田
製
材
所 

竹
中 

俊
介 

竹
中
幸
生
商
店 

浜
口 

輝
久 

晃
栄
林
業
㈱ 

速
水 

洋
平 

新
宮
木
造
住
宅
協
同
組
合 

青
木 

優
朋 

青
木
木
材(

資) 
野
地 
陽
介 

野
地
木
材
工
業
㈱ 

三
島 

 
彬 
㈱ 

三 

島 

安
藤 

俊
朗 
新
宮
市
森
林
組
合 

野
中 

亮
伸 

野
中
工
務
店 

倉
谷 

良
太 

㈱
倉
谷
建
築 

岡
﨑 

俊
樹 

㈲
日
光
木
材 

中
谷 

友
哉 

紀
南
運
輸
㈱ 

久
保 

雅
稔 

久

保

製

材 

上
田 

暢
英 

尾
鷲
木
材
市
場
協
同
組
合 

吉
見 

真
悟 

㈱
山
一
本
店 

上
道 

 

賢 

上
道
キ
カ
イ
㈱ 

加
藤 

栄
作 

加
藤
恒
久
商
店 

 正
会
員
19
名 

（
他
、
賛
助
会
員
は
十
七
名
で
す

） 

 

  

日
本
木
材
青
壮
年
団
体
連

合
会
、
第
64
回
全
国
会
員
愛

知
大
会
が
6
月
21
日
、
22
日

の
2
日
間
で
行
な
わ
れ
、
式

典
会
場
、
懇
親
会
会
場
共
に

ナ
ゴ
ヤ
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
来
場
者
数
は
延

べ
７
０
０
人
を
超
え
ま
し
た
。 

又
、
記
念
講
演
で
は
「
変

化
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す

た
め
に
」
と
題
し
、iP

h
o
n

e

（
ア
イ
フ
ォ
ン
）
の
生
み
の

親
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ

と
対
等
に
仕
事
を
し
て
い
た

山
元
賢
治
氏
に
よ
る
講
演
が

あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
目
線

で
日
本
と
世
界
の
差
や
意
識

の
違
い
、
元
気
だ
っ
た
日
本

に
戻
す
方
法
等
を
語
っ
て
頂

き
大
変
有
意
義
な
時
間
と
な

り
ま
し
た
。 

（
会
長 
野
中 

亮
伸
）  

参
加
者 

野
中 

亮
伸
・
速
水 

洋
平
・
竹
中 

俊
介
・
三
島 

彬
・
吉
見 

真
悟 

倉
谷 

良
太
・
岡
﨑 

俊
樹
・ 

久
保 

雅
稔 

 

                            

 

 

1
月
20
日
に
新
緑
会
主
催

に
よ
る
毎
年
恒
例
の
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
人
数
は
約
80
人
で
、

家
族
や
、
従
業
員
が
参
加
し

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

大
会
終
了
後
は
順
位
発
表
を

行
な
い
、
協
賛
し
て
頂
い
た

皆
さ
ん
の
景
品
を
贈
呈
し
ま

し
た
。 

協
賛
し
て
頂
い
た
皆
様
に
は

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

        

会
員
名
簿 

日
本
木
材
青
壮
年
団
体
連
合
会 

第
64
回
全
国
会
員 

愛
知
大
会 
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二
〇
一
九
年
度
役
員 

豊川稲荷参拝 

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会 

会場での集合写真 山元賢治氏の講演 

景品贈呈式の風景 



 

 

                    

                     

                             

  

夏
休
み
恒
例
の
親
子
木
工

教
室
を
今
年
も
7
月
28
日

（
日
）
に
行
い
約
１
５
０
名

の
親
子
に
参
加
頂
き
ま
し
た
。

又
、
今
年
も
木
育
の
た
め
に

林
業
か
ら
製
材
そ
し
て
住
宅

と
し
て
使
用
さ
れ
る
ま
で
の

経
過
を
分
か
り
や
す
く
現
物

を
用
意
し
て
説
明
す
る
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。
今
回

は
「
壁
掛
け
ボ
ー
ド
」
と
「
可

動
式
シ
ェ
ル
フ
」
の
二
点
を

用
意
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

猛
暑
の
中
来
場
さ
れ
た
方
々

が
作
品
を
完
成
さ
せ
て
喜
ぶ

姿
を
見
て
と
て
も
満
足
で
し

た
。
無
事
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
、
会
員
の
皆
様
、
お
疲

れ
様
で
し
た
。 

（
久
保 

雅
稔
） 
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木 

工 

教 

室 

 

 

親 

子 

（可動式シェルフ） 

 

 

 

説明風景 

 

 

製作風景 

 

 

紀南木材新緑会 

新入会員紹介 

上
道
キ
カ
イ
株
式
会
社 

加
藤
恒
久
商
店 

加
藤

か

と

う 

栄
作

え
い
さ
く

さ
ん 

上
道

う
え
み
ち 

賢 け
ん

さ
ん 

〇生年月日 ：昭和 50年 3月 24日 

〇年 齢：44歳 

〇趣 味：古武道 

〇モットー ：今を生きる 

〇こんな人間です：苦手な言葉は「表舞台」 

〇新緑会で自分をどう活かしたいですか？ 

・機械屋の立ち位置で会と業界を盛り上げたい

と思います 

〇今後の抱負 

・上道キカイ㈱の上道です。川上の現場を専門

にやってきましたがここへきて視野を広め

たく入会を志望しました。沢山、勉強させて

下さい。よろしくお願いします。 

〇生年月日 ：昭和 59年 9月 14日 

〇年 齢：34歳 

〇趣 味：サッカー、アウトドア 

〇モットー ：楽しく過ごす 

〇こんな人間です：明るく元気 

〇新緑会で自分をどう活かしたいですか？ 

・他業界から転職してきたので、別の視点から

色々意見出来ればと思います。 

〇今後の抱負 

・加藤恒久商店の加藤です。去年新宮に戻って

きたばかりで何もわからないですが、会員さ

んと力を合わせて木の良さを伝えて行きた

いです。 

（壁掛けボード） 

 

 

 



 

  

事
務
局
月
一
回
土
曜 

休
業
日
の
ご
案
内
（
予
定
） 

（
8
月
～
12
月
） 

8
月
24
日
（
土
） 

9
月
21
日
（
土
） 

10
月
26
日
（
土
） 

11
月
9
日
（
土
） 

12
月
21
日
（
土
） 

         

                    
         

  

4
月
17
日
（
水
）
に
近

畿
大
学
付
属
新
宮
中
学
校

3

年
生

58

名
を
対
象
と

し
た
木
材
業
体
験
会
を
実

施
し
ま
し
た
。こ
れ
は
和
歌

山
県
を
通
じ
て
近
中
か
ら

依
頼
が
あ
り
、新
緑
会
で
対

応
し
た
事
業
に
な
り
ま
す
。 

当
日
は
教
室
で
林
業
や

新
宮
の
木
材
の
歴
史
を
学

び
、そ
の
後
教
室
を
飛
び
出

し
、
苗
畑
、
間
伐
・
玉
切
り

体
験
、
原
木
市
場
見
学
、
製

材
所
見
学
、プ
レ
カ
ッ
ト
工

場
見
学
、木
工
教
室
と
川
上

か
ら
川
下
ま
で
を
贅
沢
に

盛
り
込
ん
だ
内
容
を
体
験

し
て
頂
き
ま
し
た
。 

新
緑
会
と
し
て
大
変
な

面
も
多
く
あ
り
ま
し
が
、生

徒
か
ら
は
「
勉
強
に
な
っ

た
。」「
こ
の
体
験
は
こ
の
先

忘
れ
ま
せ
ん
。」
な
ど
、
嬉

し
い
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
又
、
ご
協
力
頂
い
た

関
係
者
の
皆
様
に
は
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
会
長 

野
中 

亮
伸
） 

                           

樹
種 形 状 

令和元年 備 考 

5月 6月 7月 
長さ 

（m） 

径 

（cm） 

杉 

4m小丸太材 
7,800 

(7,000) 

8,000 

(6,800) 

7,900 

(7,400) 4 6～13 

3m  14～20 
9,000 
(7,500) 

9,600 
(9,400) 

9,500 
(8,900) 3 14～20 

3m 22cm上材 
10,100 
(10,800) 

12,000 
(10,700) 

10,000 
(12,500) 3 22～ 

4m  14～22 
9,300 
(9,800) 

10,000 
(9,700) 

10,000 
(11,300) 4 14～22 

4m 24cm上材 
10,500 
(13,700) 

10,300 
(13,300) 

10,700 
(12,900) 4 24～ 

檜 

4m小丸太材 
7,600 

(6,100) 

7,800 

(6,700) 

7,700 

(7,500) 4 6～13 

3m  14～20 
10,200 

(8,900) 

10,500 

(10,600) 

10,300 

(9,400) 3 14～20 

3m 22cm上材 
11,600 
(14,600) 

10,900 
(12,200) 

11,900 
(12,500) 3 22～ 

4m  14～22 
11,900 
(10,100) 

10,900 
(10,900) 

11,400 
(11,400) 4 14～22 

4m 24cm上材 
15,600 
(16,600) 

13,900 
(15,200) 

18,100 
(20,000) 4 24～ 

杉総平均単価 
9,600 

(11,800) 
10,200 
(11,900) 

10,000 
(12,000) 

 

檜総平均単価 
12,100 

(12,500) 

11,000 

(12,800) 

12,300 

(13,500) 
 

総 平均単価 
10,600 

(12,000) 

10,600 

(11,900) 

10,800 

(12,300) 
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◆
事
務
局
お
盆
休
み 

8

月
11

日
（
日
）
～
18

日
（
日
）

 

◆
第
41

回 

児
童･

生
徒
木
工
工
作 

コ
ン
ク
ー
ル 

9

月
28

日
（
土
）
～
29

日
（
日
）

 

◆
第
60

回 

木
霊
塔
建
立
供
養
式 

 

献
木
者 

植
松 

浩 

 
 
 
 

10

月
15

日
（
火
） 

◆
新
宮
秋
ま
つ
り
記
念
市 

10

月
16

日
（
水
） 

 

㎥単価 （ ）は平成 30年度 

木協行事 

近
畿
大
学
付
属
新
宮
中
学
校 

木
材
業
体
験
会 

（川
上
か
ら
川
下
ま
で
） 

教室での事前勉強 

 

 

 

苗畑の説明 

 

 

 

山での玉切り体験 

 

 

 

原木市場での説明 

 

 

プレカット工場の説明 

 

 

木工教室の開催 

 

 



 

 
                            

                      

◇
今
回
の
表
紙
は
そ
の
時
代

に
合
わ
せ
、
姿
を
変
え
て
き

た
貯
木
場
を
取
上
げ
ま
し

た
。
上
段
の
写
真
は
大
正
初

期
の
下
貯
木
場
の
姿
で
、
下

段
は
現
在
と
な
っ
て
お
り
、

一
部
は
市
田
川
、
も
う
一
部

が
埋
立
て
ら
れ
舗
装
さ
れ

た
貯
木
場
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
ご
承
知
の
よ
う
に
木

材
業
界
の
発
展
と
共
に
姿

形
を
変
え
て
き
ま
し
た
。
そ

の
貯
木
場
が
新
宮
・
紀
宝
道

路
事
業
に
よ
り
今
ま
さ
に

が
ら
り
と
様
変
わ
り
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
も
一
つ
の
歴

史
と
捉
え
前
向
き
に
考
え

た
い
も
の
で
す
。 

◇
・
新
年
号
で
紹
介
し
ま
し
た

梅
原
猛
先
生
が

1

月
12

日
御
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享

年
93
歳
で
し
た
。
西
洋
哲

学
が
ご
専
門
で
あ
ら
れ
た

先
生
は
40
才
代
半
ば
に
し

て
大
乗
仏
教
に
の
め
り
込

み
（
空
海
が
出
発
点
）
社
会

生
活
に
於
け
る
仏
教
の
大

切
さ
と
面
白
さ
を
世
に
問

わ
れ
ま
し
た
。
主
著
〔
神
々

の
流
竄
（
る
ざ
ん
）（
出
雲
・

荒
神
谷
遺
跡
論
）
〕、
〔
隠
さ

れ
た
十
字
架
（
聖
徳
太
子
法

隆
寺
論
）
〕、
〔
水
底
の
（
み

な
ぞ
こ
）
の
歌
（
柿
本
人
麿

論
）
〕
は
梅
原
古
代
学
・
三

部
作
と
し
て
今
も
読
み
継

が
れ
て
い
ま
す
。
一
般
的
に

は
情
操
の
人
、
論
争
の
人
と

し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。 

・

2

月

24

日 
ド
ナ
ル

ド
・
キ
ー
ン
さ
ん
が
亡
く

な
り
ま
し
た
。
享
年
96
歳

で
し
た
。
日
本
の
古
典
か

ら
現
代
文
学
ま
で
幅
広
く
、

世
界
に
日
本
の
文
化
と
文

学
を
広
め
ら
れ
ま
し
た
。

代
表
作
（
百
代
の
過
客
（
か

か
く
））
で
は
紫
式
部
か
ら

夏
目
漱
石
ま
で
日
本
人
の

精
神
を
日
記
か
ら
浮
か
び

上
が
ら
せ
ま
し
た
。 

両
先
達
の
御
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。 

◇
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
様
、
こ

れ
程
毀
誉
褒
貶
の
激
し
い

政
治
家
は
か
つ
て
存
在
し

て
い
た
で
し
ょ
う
か
？ 

 

日
本
の
リ
ー
ダ
ー
安
倍
さ

ん
も
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。 

腰
を
据
え
て
国
策
に
邁
進

し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。 

〝
日
本
の
政
治
は
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
と
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン

の
喧
嘩
に
す
ぎ
な
い
〟
小

村
寿
太
郎
（1855

～1911

）

外
務
大
臣
と
し
て
経
験
豊

富
な
（
明
治
の
世
で
日
英

同
盟
、
韓
国
併
合
な
ど
に

あ
た
る
）
政
治
家
の
言
葉

で
す
。
こ
の
言
葉
は
現
代

の
日
本
の
政
治
状
況
に
あ

て
は
ま
る
か
ど
う
か
は
わ

か
り
ま
せ
ん
が
…
。 

◇
『
令
和
』 

元
号
と
は
文
化

で
す
。
文
化
で
あ
る
元
号

を
大
切
に
す
る
の
は
日
本

人
の
お
し
ゃ
れ
心
で
す
。

〝
令
和
〟
と
は
う
る
わ
し

き
大
和
の
こ
と
で
す
。（
令

和
の
考
案
者
と
言
わ
れ
る

国
文
学
者 

中
西
進
先
生
） 

※
令
和
の
典
拠
と
さ
れ
た

の
は
万
葉
集
巻
五
の
梅
の

歌
の
序
で
大
伴
旅
人
（
万

葉
集
の
編
纂
者
の
一
人
で

あ
る
家
持
の
父
）-

６
６
５

～
７
３
１
‐
が
う
た
っ
て

い
ま
す
。 

大
和
を
称
え
る
歌
が
、
二

首
程
思
い
浮
か
び
ま
す
。 

・「
倭
（
や
ま
と
）
は 

国
の

ま
ほ
ろ
ば 

た
た
な
づ
く 

青
垣
山
ご
も
れ
る
倭
し
う

る
は
し
」
〝
ま
ほ
ろ
ば
〟

と
は
真
秀
場
か
。（
水
穂
の

た
な
び
く
素
晴
ら
し
い
所

と
い
う
） 

 

日
本
武
尊
（
や
ま
と
た
け

る
の
み
こ
と
） 

・「
ゆ
く
秋
の
大
和
の
国
の
薬

師
寺
の
塔
の
上
な
る
ひ
と

ひ
ら
の
雲
」 

 

佐
々
木
信
綱
（
心
の
花
・

所
収
） 

◇
6
月
の
末
よ
り
梅
雨
寒
で

し
た
。
そ
の
間
九
州
各
地

で
は
、
局
地
的
な
集
中
豪

雨
に
よ
る
被
害
の
報
告
が

相
次
ぎ
ま
し
た
。
…
〝
さ

み
だ
れ
や 

名
も
な
き
川

の
恐
ろ
し
さ
〟
（
蕪
村
） 

◇
酷
暑
が
続
き
そ
う
で
す
。

組
合
員
の
皆
様
、
よ
り
ご

自
愛
下
さ
い
ま
す
よ
う
に

!! 
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末 社 詣 り 

 組合恒例の末社詣り行事を旧暦の元日にあたる 2 月 5 日（火）に行ないました。晴天の下、参加者
は神社にて頭をたれ業界の隆昌と安泰を祈願いたしました。各神社を参拝後は熊野荘にて伝統の「ど
じょう汁」に舌つづみをうち、正月らしい賑わいで旧元日をお祝い致しました。（参加者 17名） 
（速玉大社－牛鼻神社－中村神社－烏止野神社－阿須賀神社－神倉神社（遥拝）－王子神社（遥拝）） 
神倉神社と王子神社は速玉大社の摂社

せっしゃ

（本社と末社の間に位置する神社）である阿須賀神社より遥拝 

 

 

熊野速玉大社にて 

 

 

 

熊野荘での懇親会 

 

 

 

き  

よ  

ほ
う 

へ
ん 

お
お
と
も
の
た
び
と 


